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要 旨 
 国土地理院では，2008 年度に火山土地条件図

1:10,000「薩摩硫黄島」作成作業を行った．現地調

査は 2008 年７月 19 日～27 日及び 10 月１日～８日

の合計 17日間にわたって実施した．原稿図作成は，

2008 年５月～2009 年３月にかけて行った．本図は

2010年中に刊行される予定である． 

 火山土地条件図は，空中写真判読を基に，現地調

査や文献を参考にして地形を分類し，多色刷りの地

図にまとめたものである．本稿は，火山土地条件図

「薩摩硫黄島」について，図の解説の補足・地形分

類に関する知見について述べたものである． 

 
１．はじめに 

１．１ 火山土地条件調査の目的 

 我が国は 108の活火山（気象庁，2009）をかかえ

る世界でも有数の火山国であり，有史以来多くの火

山災害が記録されている．このような災害の全てを

防止することはきわめて困難であるが，被害を最小

限に抑制するための対策が課題となっている．国土

地理院では，平野部の防災や土地利用計画・開発計

画等に必要な基礎資料を提供することを目的として，

1960（昭和 35）年から土地条件調査を実施してきた．

1988（昭和 63）年度からは，新たに火山地域を加え，

火山体の地形，災害履歴，防災担当機関，各種観測

施設等を調査して「火山土地条件図」に取りまとめ，

火山活動に対する防災計画，土地保全計画等のため

の基礎資料を提供することとなった．また，1988（昭

和 63）年７月に測地学審議会が建議した「第四次火

山噴火予知計画」の中でも「国土地理院は，（中略） 

火山土地条件図を作成する．」と位置付けされている．

測地学審議会の役割を引き継いだ科学技術・学術審

議会の建議「地震及び火山噴火予知のための観測計

画の推進について」（2008（平成 20）年７月）では，

火山現象の基礎データベース構築に資するため，国

土地理院では，火山基本図及び火山土地条件図を作

成することとしている． 

 火山土地条件図は，2009（平成 21）年４月までに，

「雌阿寒岳・雄阿寒岳」，「十勝岳」，「樽前山」，「有

珠山」，「北海道駒ケ岳」，「安達太良山」，「磐梯山」，

図－１ 1:10,000 火山土地条件図「薩摩硫黄島」調査範囲（赤枠内） 

現所属：1関東地方測量部 
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「草津白根山」，「富士山」，「伊豆大島」，「三宅島」，

「くじゅう連山」，「阿蘇山」，「雲仙岳」，「霧島山」，

「桜島」の 16火山が刊行されている． 

 

１．２ 調査地域 

 火山土地条件図「薩摩硫黄島」は，1:10,000火山

基本図「薩摩硫黄島」「薩摩竹島」を基図とし，鹿児

島県鹿児島郡三島村の硫黄島及び竹島の範囲を対象

とした（図－１）． 

 

１．３ 調査方法 

 火山土地条件調査は，主として地形分類調査（土

地を表面形態，表層地質，形成年代，成因などの別

により分類する作業）と各種機関・施設（行政・防

災担当機関，救護・保安施設，土木工作物，観光施

設など）の分布の調査から成り立っている．地形分

類は，火山の地形・地質・防災等に関する論文・報

告書類を参考とし，空中写真の判読，現地調査を行

って実施した．各種機関・施設については，関係機

関より提供いただいた資料を基に編集・図示した． 

 

１．４ 調査担当者及び作業工程 

本調査は，地理調査部防災地理課が担当した．担

当者は表－１のとおりである． 

 

表－１ 調査担当者 

 

また，本図の作成工程は図－２のとおりである． 

 

２．調査地域の地形概要 

 硫黄島は鹿児島県枕崎市の南方約 50kmに位置し，

面積は 11.65km2である．島の東部では硫黄岳（標高

703.7m）が活発に噴煙を上げている．竹島は硫黄島

の東方約８km に位置し，面積 4.20km2の東西に長い

形状をしている． 

 両島周辺の海底地形を図－３に示す．竹島の東端

から南の海中には，周囲に比べて水深の浅い箇所が

点在している．このような水深の浅い箇所と竹島，

竹島ノ鵜瀬，硫黄島，ヤクロ瀬とたどっていくと，

地形の高まりがおおよそ環状に連なるように見える．

高まりの環の内側は急崖をなし，外側は内側に比べ

て緩やかな斜面が続く．このような地形を初めて指

摘した松本（1937）は，硫黄島の別名である鬼界ヶ

島にちなんで「鬼界カルデラ」と名付けた．また，

硫黄島，竹島が鬼界カルデラ北側のカルデラ縁の一

部が海面上に現れたものであることも指摘した． 

 なお，鬼界カルデラの南東部では，カルデラ壁と

見なされる急崖が二列に並んでいるように見える．

小野ほか（1982）は，鬼界カルデラの南東部は二重

の縁を形成しており，このことは２回の陥没を経て

カルデラが形成されたことを示していると推測して

いる． 

 硫黄島（図－４）では硫黄岳，稲村岳の二つの火

山が島の東部から南部に位置している．島の北端の

平家城から南西方向に島を横切るように急崖が続き

永良部崎へと連続している．この急崖は現在地表に

現れている鬼界カルデラのカルデラ壁の一部である．

カルデラ壁の北西側には平坦面が続く城ヶ原台地と

台地を分断するように矢筈山が位置する．矢筈山の

北東，坂本や平家城も城ヶ原台地と同様の平坦面が

続く地形で，それぞれ坂本台地，平家城台地と名付

けた．一方竹島では，島南側の海岸の急崖がカルデ

ラ壁の一部と見なされている（図－５）．マゴメ山と

高平山を除く島のほとんどは緩やかに北に傾いた台

地状地形をなしている． 

 

 

計画指導 防災地理課長 田中庸夫 

防災地理課長補佐 長谷川学 

現地調査及び

火山土地条件

図原稿図作成 

防災地理課 

火山調査係長 木村佳織 

防災地理課専門職 倉田一郎 

本報告の作成 防災地理課 

火山調査係長 木村佳織 

図－２ 作業工程 
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図－３ 硫黄島・竹島周辺の海底地形 

海上保安庁海洋情報部刊行の海底地形図「薩摩硫黄島」を編集して作成 

図－４ 硫黄島の地域地形区分図 

地域地形名は鹿児島県（1985）を参考に命名． 

背景の陰影段彩図は数値地図 10ｍメッシュ（火山標高）を使用して作成． 
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３．鬼界カルデラの活動史 

 鬼界カルデラは大規模な火砕流を伴う巨大噴火を

複数回繰り返し現在のようなカルデラ地形を形成し

ている（小野ほか，1982）．最新の巨大噴火は約 7,300

年前の噴火で，アカホヤ噴火とも呼ばれる．火山土

地条件図「薩摩硫黄島」では，鬼界カルデラの火山

活動を約 7,300年前のアカホヤ噴火を軸に①アカホ

ヤ噴火より前，②アカホヤ噴火，③アカホヤ噴火よ

り後の３時期に区分した．硫黄島・竹島で見られる

鬼界カルデラの噴出物は図－６のとおりまとめるこ

とができ，これらを概観することによって火山活動

の歴史を述べる．なお，図－７，図－８には硫黄島，

竹島の地質概念図を表した． 

 

３．１ 約 7,300年前のアカホヤ噴火より前 

３．１．１ 矢筈山・マゴメ山・高平山 

 最も古い火山は硫黄島の矢筈山，竹島のマゴメ

山・高平山である． 

 矢筈山は硫黄島の北部に位置する．山体の南側は

急崖をなしており，これはカルデラが形成されたと

きに崩壊してできたカルデラ壁の一部である．硫黄

島北側の海岸の崖では矢筈山を構成する溶岩と火砕

岩が互層をなす様子が観察でき，矢筈山が成層火山

であることがわかる．また，貫入した岩脈を観察す

ることができる（小野ほか，1982）． 

 マゴメ山は竹島の北東に，高平山は竹島東部の海

岸に位置し，それぞれ海に面して急な崖を形成して

いる．マゴメ山も高平山も成層した溶岩，火砕岩か

らなり，岩脈の貫入も見られる（小野ほか，1982）． 

 矢筈山，マゴメ山，高平山といったカルデラ形成

前に噴出した成層火山について，小野ほか（1982）

は約 70万年前よりも後に活動したと考えている． 

 

３．１．２ 赤崎溶岩 

 竹島の西部から南部にかけての海食崖下部には，

厚い溶岩が見られる．この溶岩は前述の成層火山を

形成する溶岩とは性質の異なる流紋岩溶岩で，赤崎

溶岩と呼ばれる（小野ほか，1982）． 

 

３．１．３ 小瀬田火砕流堆積物 

 屋久島や種子島で見られる小瀬田火砕流は，両島

に近い鬼界カルデラから噴出したものと考えられて

いる（町田，1977）．噴出した年代は ITPFT 法で約

58 万年前と推定されている（森脇ほか，2000）．硫

黄島，竹島では堆積物が観察されないため，図－６

には記載していない．後の時代に噴出した火砕流と

噴出物の性質が異なるので，鬼界とは別のカルデラ

起源の可能性も考えられている（町田ほか編，2001）． 

 

３．１．４ 小アビ山火砕流堆積物 

 硫黄島，竹島で観察される小アビ山火砕流は 140

±20ka の K-Ar 年代が得られている（町田ほか編，

2001）．小アビ山火砕流の堆積物は，硫黄島では北部

に位置する坂本温泉や平家城付近の海岸で，また竹

島では主に島の東部の海に面した崖で見られる．溶

結部が多く見られるのが特徴で，特に竹島では溶結

部が多い（小野ほか，1982）． 

 

３．１．５ アビ山（崎ノ江鼻）溶岩 

 竹島北部の崎ノ江鼻に露出する溶岩を小野ほか

（1982）は崎ノ江鼻溶岩と記載したが，小林（2008）

は竹島南部の海岸に面するアビ山の上部を構成する

図－５ 竹島の地域地形区分図 

地域地形名は鹿児島県（1985）を参考に命名． 

背景の陰影段彩図は数値地図 10ｍメッシュ（火山標高）を使用して作成． 
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ものが溶岩で，かつアビ山と崎ノ江鼻が地形的に連

なることから崎ノ江鼻溶岩と同一の溶岩と考え，両

者をあわせて「アビ山（崎ノ江鼻）溶岩」と改称し

た．アビ山（崎ノ江鼻）溶岩は，竹島でのみ見られ

る流紋岩溶岩である（小野ほか，1982）．小アビ山火

砕流の堆積物の上位に見られ，かつ後述する長瀬火

砕流の堆積物に覆われるので，両者の活動の間に噴

出したと考えられる． 

 

３．１．６ 長瀬火砕流堆積物 

 アビ山（崎ノ江鼻）溶岩を覆う長瀬火砕流は，約

95,000年前に噴出した（Machida，1999）．硫黄島で

はその堆積物を見ることはできないが，竹島では北

側海岸の竹島港付近や南側海岸の籠港付近などで断

片的に露出している．白色の大型の流紋岩軽石を含

む非溶結の火砕流堆積物である．多量の細粒ガラス

火山灰によく発泡した軽石を伴う大型の火砕流に典

型的な岩相である（小野ほか，1982）．種子島，屋久

島から九州，本州中部および四国海盆にわたる広域

でこの噴火に関連するテフラが認められ，鬼界葛原

火山灰（K-Tz）と呼ばれている（町田・新井，1992）． 

 

３．１．７ 籠港降下テフラ群 

 竹島の籠港では，長瀬火砕流を覆って厚く堆積し

ている降下テフラを見ることができる．図－６で籠

港降下テフラ群と記したものである．小野ほか

図－６ 鬼界カルデラの活動史 

Kobayashi and Hayakawa（1984），奥野（2002）などを参考に作成 
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（1982）は籠港の露頭を観察して，この層が降下ス

コリア層・降下軽石層などと褐色風化火山灰との互

層をなす厚さ数十 cm～1.5ｍの 26の単層からなると

述べている．硫黄島では平家城付近で籠港降下テフ

ラ群が見られる． 

Kobayashi and Hayakawa（1984）はこのテフラ群

の中に桜島から噴出した桜島薩摩テフラ（Sz-S）が

挟まれていることを指摘しているが，その噴出年代

は較正暦年で 12.8 cal ka BPとなる（奥野，2002）．

籠港降下テフラ群を噴出する活動は 16 cal ka BP

には始まっており（奥野，2002），アカホヤ噴火の前

まで継続している（小林ほか，2006）． 

図－７ 硫黄島の地質概念図 

小野ほか（1982），篠原ほか（2008）などを参考に作成 

図－８ 竹島の地質概念図 

小野ほか（1982），篠原ほか（2008）などを参考に作成 
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３．１．８ 長浜溶岩 

 長浜溶岩は硫黄島西部の台地の下部に分布する流

紋岩溶岩で，Kobayashi and Hayakawa（1984）は，

長浜溶岩の噴出が約 7,300年前のアカホヤ噴火の先

駆現象であったと指摘した． 

 

３．２ 約 7,300年前のアカホヤ噴火 

 九州，四国では厚さ 10cm以上の火山灰層が表層の

土中に認められ，南九州では「アカホヤ」と呼ばれ

ている（町田・新井，2003）．この火山灰は鬼界カル

デラで約 7,300年前に発生した噴火によって噴出し

たものであるため，鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah）と

呼ばれる．また，鬼界アカホヤ火山灰を噴出した噴

火活動をアカホヤ噴火と称した． 

 

３．２．１ 噴火の年代 

 アカホヤ噴火の年代については放射性炭素年代測

定法によって約 6,300 年前と見なされてきた（町

田・新井，1992 など）．しかし，湖の年縞堆積物中

の層位から，約 7,300年前に噴出したと考えられる

ようになった（福沢，1995 など）．アカホヤ噴火は

鬼界カルデラにおける最新の巨大噴火であるが，日

本全体で見ても摩周カルデラの噴火とともに最も新

しい時期に属する． 

 

３．２．２ 調査地域におけるアカホヤ噴火の噴出物 

小野ほか（1982）は，硫黄島，竹島で見られるア

カホヤ噴火の噴出物として船倉降下軽石，船倉火砕

流，竹島火砕流の３ユニットを記述している．船倉

降下軽石は大規模なプリニー式噴火の産物である．

船倉火砕流はプリニー式噴火に伴う火砕流である

（Walker et al.，1984）．全般的に強く溶結してい

ることが特徴で，硫黄島では大浦や平家城周辺など，

竹島では竹島港周辺などに局地的に分布する．最上

位のユニットである竹島火砕流の堆積物は，白色を

呈し，非溶結である．この火砕流は竹島ではマゴメ

山と高平山を除く島全体を覆っている．硫黄島でも

城ヶ原台地をはじめとするすべての台地面は竹島火

砕流に覆われて形成されている． 

 

３．２．３ アカホヤ噴火の影響

 竹島火砕流は海を越えて薩摩半島や大隈半島にま

で分布しているが，九州本土では幸屋火砕流と呼ば

れる（宇井，1973 など）．この火砕流は当時南九州

に居住していた縄文人に大打撃を与えており，例え

ば新東（1984）は，アカホヤ火山灰の上下層の土器

形式の変遷から，南九州の縄文早期文化がアカホヤ

噴火によって壊滅状態になりその後次第に縄文前期

文化が北から進出したと考えている． 

 鬼界アカホヤ火山灰は，竹島火砕流噴出時の噴煙

柱の最上部や流動中の火砕流の上部に，軽くて細粒

の火山ガラスが集積し，それが風に運ばれて広域に

降下したものと考えられている（町田・新井，1978）．

鬼界アカホヤ火山灰は九州・四国一円から本州の東

北地方南部までを広く覆い，完新世の地史学や考古

学の分野で年代の指標として広く使われている（町

田・新井，1992）． 

 成尾・小林（2002）は九州や種子島・屋久島で，

アカホヤ噴火の堆積物中に巨大地震の痕跡を発見し，

この噴火に誘発されて２度の巨大地震が発生した

と指摘している．また，津波の痕跡も指摘されてお

り，アカホヤ噴火と関連して巨大地震や津波が発生

したシステムに関し，現在研究されている（小林ほ

か，2006）． 

 

３．３ 約 7,300年前のアカホヤ噴火より後 

 硫黄島にはアカホヤ噴火より後に噴出した硫黄岳

と稲村岳の２つの火山がある．城ヶ原や坂本の台地

に降下堆積した硫黄岳・稲村岳のテフラの調査から，

この時期の活動が，①古期硫黄岳の活動，②稲村岳

の活動，③新期硫黄岳の活動と変遷したことがわか

っている（小野ほか，1982）． 

 

３．３．１ 古期硫黄岳 

 古期硫黄岳は 5,200y BP（較正暦年で約 6.0 cal ka 

BP；奥野，2002）に海面上に出現したものと考えら

れている（奥野，1996）．古期硫黄岳の地形の詳細は

よくわからないが，台地上に堆積したテフラから，

流紋岩質のマグマが噴出したものとわかっている

（Kawanabe and Saito，2002）． 

 

３．３．２ 稲村岳 

 稲村岳は主にスコリアから成る円錐形の山体とそ

の麓の玄武岩質溶岩から成る．小野ほか（1982）は，

麓の溶岩を南溶岩，東溶岩，磯松崎溶岩に区分して

いる（図－７）．このうち磯松崎溶岩は山体よりも新

しい．稲村岳の降下テフラ中の試料の年代から，活

動時期は 3,600y BPから 2,600y BP（較正暦年で 3.6 

cal ka BP～3.0 cal ka BP；奥野，2002）と見なさ

れている（奥野，1996）． 

 

３．３．３ 新期硫黄岳 

 稲村岳の活動後，硫黄岳の山頂部が崩壊し山体の

西側を中心に大規模に形を変えたと推定されている

（小林，1985）．その後新期硫黄岳が活動を開始し，

現在の山体を構成する流紋岩溶岩を噴出した（前

野・谷口，2005 など）．その後も火砕流噴火などの

活動があった模様で（Kawanabe and Saito，2002），

マグマを噴出した最も新しい噴火は西暦 1,600年ご

ろではないかと考えられている（奥野，2002）．また，
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平家物語には硫黄岳と思われる火山の噴煙活動が描

写されており，12世紀後半ごろに硫黄岳が活動して

いたことを窺い知ることができる（小野ほか，1982）． 

 

３．３．４ 昭和硫黄島の活動 

 1934（昭和９）年，硫黄島の東方の海底で噴火が

始まり，その活動は翌年まで続いた．この噴火によ

って新しく生成された火山島が昭和硫黄島である．

東西 500ｍ，南北 300ｍの小島で，全島１枚の流紋岩

溶岩からなる（小野ほか，1982）． 

 

４．記録に残る主な火山活動 

４．１ 昭和硫黄島を生成した噴火活動 

 1934（昭和９）年～1935（昭和 10）年の昭和硫黄

島を生成した大噴火の際に，現地を調査した報告が

いくつかある．小野ほか（1982）はそれらを整理し，

噴火の状況・経過を要約している．また，三島村誌

（三島村誌編纂委員会，1990）には当時の硫黄島小

学校長の日誌をもとに，噴火が始まった９月 20日前

後の状況がまとめられている． 

 1934（昭和９）年９月 12 日，硫黄島で地震が観

測され，翌日には頻発するようになった．学校は臨

時休校等の措置がとられ，島民は海岸に避難し野宿

して過ごした．地震が引き続く中，14日には避難船

が硫黄島に入港した．18日には，震源が硫黄島に移

っているとの報に一旦全島民を救助船に収容して港

外へ出る事態となったが，その後異常がなかったた

め，下船し帰宅している．同日，風浪が強くなった

ため救助船は山川（現指宿市）へ避難し，一部島民

も発動船で山川へ避難した．この日は２日後に噴火

する地点で海水汚濁が確認されている．19日も波が

高い中，漁船に便乗して避難する島民もいた．そし

て 20 日も悪天候であったが海上で噴煙が確認され

た．付近を通過した船からは，爆音を伴わないまま

噴煙が上がっていること，軽石が帯状に広がってい

ることが報告された．海中噴火の報に島民は津波を

案じ，風雨の中高台へ避難した．翌 21日，無風時の

噴煙高は約 1,000ｍになり，多量の軽石が流出して

いることが確認された．22日には地震が収まり，学

校は正規の授業を開始した．海中噴火はその後も続

き，硫黄島では風向きによって軽石が港に打ち寄せ

られたり，火山ガスを含んだ雨のため農作物に被害

が出た．12月７日，海面上に新島が出現．その後も

噴火が引き続き，島は成長し続けたが，12月 30日，

新島は一部を残して崩壊した．小野ほか（1982）は，

この崩壊は海中に累積した不安定な山体が一部崩壊

したものと推定している．翌 1935（昭和 10）年１

月８日には，崩壊跡に再び島が出現し，溶岩や噴石

によって成長していった．同月 20日ごろには 12月

30 日の崩壊の残存部とほとんど結合するほど成長

表－２ 薩摩硫黄島の記録に残る主な火山活動履歴 



31火山土地条件図「薩摩硫黄島」について

している．２～３月にかけて噴火は衰え，島の拡大

も止まった．1935（昭和 10）年３月から翌 1936（昭

和 11）年３月の一年間で，新島は約 30ｍも高さを

低下させていた．なお，新島は，1952（昭和 27）年，

大字硫黄島に属す昭和硫黄島と字名を定められてい

る． 

 

４．２ 硫黄岳の活動 

 硫黄岳の活動履歴は表－２にまとめたとおりであ

る．1998（平成 10）年から 2004（平成 16）年にか

けては噴火が頻繁に発生している．2004（平成 16）

年以降も火山性地震や噴煙活動は活発な状態が続い

ているが，噴火が確認されていないので表－２への

記載は省略した． 

 

５．火山土地条件図「薩摩硫黄島」地形各論 

 火山土地条件図「薩摩硫黄島」において区分した

地形は図－９のとおりである．それぞれの地形につ

いて，その特徴や読図の補助として特記すべき点を

述べる． 

 

５．１ 火山活動による地形 

５．１．１ 約 7,300年前のアカホヤ噴火より後の

火山活動による地形 

（１）昭和硫黄島溶岩流 
 昭和硫黄島は本図の調査範囲において最も新しい

マグマの噴出による火山島であるため，独立して区

分した． 

 

（２）硫黄岳溶岩流 
 硫黄岳において溶岩がなす地形は溶岩流が堆積し

た地形と溶岩ドームの２種があるように観察でき

るが，現在残っている地形から両者を区分すること

が難しい．したがって硫黄岳溶岩からなる地形はす

べて「溶岩流」とした(図－10）． 

 

（３）硫黄岳火山体斜面 

溶岩からの崩落物質や火口から噴出して降下した

角礫岩や火砕流堆積物がつくる斜面を火山体斜面と

した． 

 

（４）硫黄岳崩壊地 

火山体斜面の中には侵食を受けて表面が全体的に

平滑になった斜面が見られる．この侵食作用は斜面

一帯に小規模な崩壊が連続したものであるため，こ

の地形を特に崩壊地とした．このような地形は硫黄

岳で土砂の生産と移動が非常に活発であることを示

す一例と言える． 

 

 

（５）稲村岳火山体 

 稲村岳は３期にわたって活動した小型の成層火山

である（小野ほか，1982）が，本図においては円錐

形の山体そのものを火山体とした． 

 

（６）稲村岳溶岩流 

 麓に分布する溶岩流が堆積してできた地形を指し

ている． 

 

５．１．２ 約 7,300年前のアカホヤ噴火による地形 

（１）火砕流台地 

アカホヤ噴火の火砕流堆積物が平坦面を形成した

火砕流台地である． 

 

５．１．３ 約 7,300年前のアカホヤ噴火より前の

火山活動による地形 

（１）溶岩流 

 この時期の溶岩流には，竹島においてアビ山（崎

ノ江鼻）溶岩と赤崎溶岩が分布する（図－11）．アビ

山（崎ノ江鼻）溶岩は分布の境界付近で急傾斜をな

しているのが地形として確認できる．火山土地条件

図「薩摩硫黄島」ではアビ山（崎ノ江鼻）溶岩に Ab，

赤崎溶岩に Ak の付加記号を配置して両者を区別で

きるように表示している． 

 

（２）成層火山 

 成層火山は硫黄島の矢筈山と竹島のマゴメ山，高

平山である． 

 

５．２ 侵食地形 

５．２．１ 海食崖・急崖 

 図－10，図－11では「急崖」として紫色表示の記

号で表現したが，火山土地条件図「薩摩硫黄島」で

は崖に露出する物質によって細分して表現している．

細分は実際に露出しているものを確認して行ったが，

植生等に覆われて不明な場合は地形から類推してい

る．さらにそれも不可能である場合は，単なる海食

崖・急崖の記号（図－９参照；白地に紫の楔）で表

現した．また，竹島港周辺のように比高が小さい崖

に多くの物質が露出している場合も表現しきれない

ので，単なる海食崖・急崖の記号で表現した．結果

として細分して表現された地形は以下のとおりであ

る． 

１）硫黄岳溶岩を侵食した海食崖・急崖 

２）稲村岳溶岩を侵食した海食崖・急崖 

３）約 7,300年前のアカホヤ噴火で噴出した火砕流

堆積物を侵食した海食崖・急崖 

４）約 7,300年前のアカホヤ噴火より前に噴出した

溶岩を侵食した海食崖・急崖 

この分類には，長浜溶岩・アビ山（崎ノ江鼻） 
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図－９ 火山土地条件図「薩摩硫黄島」地形分類に用いた記号 
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溶岩・赤崎溶岩が侵食されてできた崖が含まれて

いる．それぞれ，N・Ab・Ak の付加記号を配置し

て三者を区別できるように表示している． 

５）約 7,300年前のアカホヤ噴火より前に噴出した

火砕流堆積物を侵食した海食崖・急崖 

小アビ山火砕流の堆積物が侵食されて形成され

た崖を表示した．なお，長瀬火砕流は崖への露出

部分が狭いため，省略せざるを得なかった． 

６）約 7,300年前のアカホヤ噴火より前に噴出した

成層火山を侵食した海食崖・急崖 

矢筈山・マゴメ山・高平山が侵食されて形成さ

れた急崖を表示した． 

 

５．２．２ 岩石海岸・岩礁 

 火山土地条件図「薩摩硫黄島」では岩石海岸・岩

礁についても，海食崖・急崖と同様，侵食された物

質によって細分して表現している．（図－10，図－11

では「岩石海岸」として青色表示の記号で表現し，

細分していない．）侵食されたものを特定できない場

合には単なる岩石海岸・岩礁の記号（図－９参照；

図－10 硫黄島の地形概念図 

 

図－11 竹島の地形概念図 
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白地に記号配置）で表現している．細分して表現さ

れた地形は以下の通りである． 

１）硫黄岳溶岩を侵食した岩石海岸・岩礁 

２）稲村岳溶岩を侵食した岩石海岸・岩礁 

３）約 7,300年前のアカホヤ噴火より前に噴出した

溶岩を侵食した岩石海岸・岩礁 

４）約 7,300年前のアカホヤ噴火より前に噴出した

火砕流堆積物を侵食した岩石海岸・岩礁 

５）約 7,300年前のアカホヤ噴火より前に噴出した

成層火山を侵食した岩石海岸・岩礁 

  

なお，図－12に「海食崖・急崖」や「岩石海岸・

岩礁」を細分した一例を抜粋している． 

 

５．２．３ 崩壊地 

 火山土地条件図「薩摩硫黄島」では，崩壊地とし

て硫黄岳以外の崩壊地を黒の楔記号で表現している． 

 

５．２．４ 谷 

 火山土地条件図「薩摩硫黄島」では，谷について

特に，浅い谷の谷線という記号も設定した．浅い谷

が分布する箇所の下部には溶岩が分布する傾向があ

るようである．また浅い谷が普通の谷に移行する箇

所は急傾斜を成していることが多く，土砂が流出し

やすいと予想できる．また谷の記号が面的な広がり

を持って表現されている箇所は谷地形中の崩壊地や

渓床堆積地である．これらは単独で記号を設定して

表現するには規模の小さい地形であるが，硫黄岳の

土砂移動の活発さを表現するために谷の記号に含め

ることで表現することにした． 

 

５．３ 地すべり地形 

 竹島南側の海岸に面するアビ山の下部の地形を地

すべりとした． 

 

５．４ 堆積地形 

 堆積地形として，扇状地，崖錐，砂礫海岸を設定

した．平家城周辺の海岸では扇状地を構成する物質

が露出しているが，これらは硫黄岳から流出した泥

流・土石流と考えられる． 

 

６．終わりに 

 火山土地条件図「薩摩硫黄島」の調査を実施する

にあたって，鹿児島大学の小林哲夫教授には多くの

御指導・御協力を賜った．また，鹿児島県，三島村

の方々には，多くの資料を提供して頂いた．ここに

記して感謝の意を表する． 
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